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議 会 運 営 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  令和４年４月２２日（金） 午前１０時    開会 

               午前１０時５８分 閉会 

 

１．場所 

  第一委員会室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 村 上 英 明 副委員長 香 川 良 平  委  員 増 永 和 起 

  委  員 西 谷 知 美 委  員 光 好 博 幸   

  議  長 南 野 直 司  副 議 長 三 好 俊 範 

  議  員 森 西  正 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局長 橋 本 英 樹 同局次長 大 西 健 一 

同局主幹兼総括主査 香 山 叔 彦   

 

１．案件 

タブレット端末に係る協議について 
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（午前１０時 開会） 

○村上英明委員長 ただいまから議会運

営委員会を開会します。 

 本日の委員会記録署名委員は西谷委員

を指名します。本日の協議事項は「タブレ

ット端末に係る協議について」であります。

まず、事務局から説明をお願いします。 

 香山主幹。 

○香山事務局主幹 それでは、お手元の資

料に基づき説明させていただきます。 

 まず、協議内容につきまして、本日はタ

ブレット端末の必要性を中心にご協議い

ただきたいと思います。また本日の協議内

容を各会派へ持ち帰っていただき、早けれ

ば５月の連休明けに次回のご協議を設定

できればと考えております。 

 それでは資料１「タブレット端末に係る

協議日程（案）」をご覧ください。協議日

程につきましては、４月から５月にかけて

のスケジュールをお示ししております。日

程（案）では５月下旬までに４回の協議枠

を設けておりますが、例えば次回の協議で

意見の集約が図られた場合は、そこで終了

となることから、３回目以降の協議は不要

となるものでございます。 

簡単ではございますが、協議日程（案）

の説明については以上でございます。 

次に、資料２「タブレット端末導入にか

かる費用面について」をご覧ください。 

タブレット端末の導入にあたっては、購

入とレンタルの２通りの方法がございま

す。端末の機種やデータ通信量などにより

金額の幅があるため、あくまで概算となり

ますが、購入の場合は、端末関係費で約５

００万円、文書共有システム導入費で約２

５０万円、合計約７５０万円の初期費用と、

月額費用の約６万円を含めまして、３年間

の総額は約９６６万円となります。レンタ

ルの場合は、端末関係費で約３００万円、

文書共有システム導入費で約２５０万円、

合計約５５０万円の初期費用と、月額費用

の約１５万円を含めまして、３年間の総額

は約１，０９０万円となります。 

次に、資料３「議会におけるタブレット

端末の導入状況について」をご覧ください。 

本資料は、大阪府内でタブレット端末を

導入している市議会をピックアップし、主

に費用面及び導入後の課題について整理

しております。その中で導入後の課題につ

きましては、「想定よりも活用が進んでい

ない」「画面が小さく資料によって見づら

いものがある」「ペーパーレス化につなが

っていない」「事務局職員のフォローが都

度必要になる」など聞いております。今後、

本市議会で協議するにあたりましては、こ

れらの課題も含めて導入の可否を議論し

ていく必要があると考えております。 

以上、タブレット端末についての説明と

させていただきます。 

○村上英明委員長 ただいま事務局から

概略説明がございましたけれども、タブレ

ット端末の必要性を中心に協議していき

たいと思っております。それにつきまして

は、まず各会派よりご意見を賜りたいと思

いますので、よろしくお願いをいたします。 

 何かご意見等ございますでしょうか。 

光好委員。 

○光好博幸委員 そもそも論として、タブ

レット導入の目的であったり、効果的なと

ころを、最初に共有したほうがいいのでは

ないかと思うんです。今議論するのではな

く持ち帰ると私は認識しているんですけ

れども、そのあたりはどうなんでしょう。 

○村上英明委員長 大西局次長。 

○大西事務局次長 タブレットの導入目

的について委員で今お話いただければと
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思っております。事務局が考えております

タブレットの導入の目的につきましては、

まず１点目、ペーパーレス化を図っていく

ものでございます。２点目でございます。

これはタブレットではなくても必ずでき

ないかと言われればそうでもないんです

けれども、やはり危機管理の観点から、今、

貸与させていただいているパソコン等に

つきましてはカメラ機能がございません

ので、今回タブレットをもし導入するとな

れば、カメラ機能を搭載することも踏まえ

まして、オンラインでの委員会開催も検討

していくことが目的になってくると思っ

ております。以上２点が今回のタブレット

を導入する目的ではないかと事務局とし

ては考えているところです。 

もう１点のご質問でございます。今回持

ち帰っていただくお話なんですけども、タ

ブレットに関しましては市議会議員皆様

に全員貸与と考えておりますので、本日の

皆様のご議論を踏まえて、各会派に持ち帰

っていただいて、タブレットが議員お一人

お一人に本当に必要なのかをご議論いた

だいた後に次回の議会運営委員会で導入

に向けて一歩踏み出すのかどうかを決め

ていただければと考えているところでご

ざいます。以上でございます。 

○村上英明委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 分かりました。そういっ

た意味でもその目的の共有あるいは効果

と、導入してどれだけペーパーレス化を図

れるのか、あるいは今おっしゃったカメラ

機能搭載でいくと今貸与されているパソ

コンに置き換えるのかどうかも含めて全

部ここで検討すると理解しました。ありが

とうございました。 

○村上英明委員長 ほかございますか。 

増永委員。 

○増永和起委員 最初にこのお話が上が

ってきたのは、以前から「タブレットに切

り替えていく話があるよ」という話があり

ました。そのことについて、摂津市として

もいずれ議論していかなくてはいけない

んじゃないかというご意見の議員もいら

っしゃる。それはこの話が議題としてあが

ってくる前の前提のところであったと思

うんです。そういう中で来年度、今貸与さ

れているパソコンの更新時期がくる。その

更新が終われば５年間はそのパソコンで

いくため、タブレットを導入するかしない

かについて更新の時期と合わせて考えた

ほうがいいことからこの話は出てきたと

理解しております。来年度の更新はタブレ

ットに切り替えずに見送ったとしても、５

年間はもうタブレットは使えないことで

もないと思うんです。お聞きしたいのは、

もちろんこれからの話で、はっきりしたこ

とは何もまだ出てないと思うんですけど、

おおよその見通しで結構ですが、タブレッ

トの費用面も書かれているんですけれど

も、このタブレットについては分かるんで

すが、市として来年度に更新をしていく分

と比べると、どちらが高くなるのか。それ

と、両方持つのは費用として大変なことに

なると思うんですけども、このタブレット

は、もし更新の時に議員にはパソコンを貸

与しないでタブレットのみとするとした

ら、タブレット費用の出どころはどこにな

るのか。仮に更新はパソコンそのまま新た

に貸与してもらい、それ以外にタブレット

を持つことになるとその費用の出どころ

はどこになるのかについて伺いたいと思

います。 

○村上英明委員長 大西局次長。 

○大西事務局次長 不確定な要素も多々

ございますので、あくまで断言はできませ
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んけれども、参考程度にお聞きいただけれ

ばと思っております。 

 まず費用の面に関しましては、現在で申

し上げますと、情報政策課から貸与してい

ただいておりますので、議会費としては一

切かかっていないのが実情でございます。

令和５年度に基幹システムが更新となっ

ておりますので、必然的に貸与させていた

だいているパソコン等に関しましても更

新となっております。今の流れでいきます

と、このまま同様な形で情報政策課から貸

与していただく流れになっていくと考え

ております。 

もう１点でございますけれども、タブレ

ットの導入費用等、このまま庁内のパソコ

ンを貸与していただいた時のコスト的な

もので申し上げますと、これもなかなか正

直精査しづらいところがございます。ざっ

くりで申し上げますけれども、現在の貸与

していただいているパソコンで約２０万

円くらいの導入コストがかかっておりま

す。今回タブレットの方に関しましては３

５万円くらい１台当たりかかっておりま

すので、１５万円くらいはコスト増になる

と考えております。貸与しているパソコン

１台が約２０万円なんですけれども、家電

ショップに行きますと安いのも置いてあ

ると思います。性能自体はたいして変わら

ないんですけれども、やっぱりセキュリテ

ィーの部分をかなり強固にしているので、

そこの部分に関してのコストがかかって

いるようでございます。 

 あともう１点ですけれども、今後５年の

更新をこのまま今のパソコンの貸与にし

た時に、タブレットの導入がその５年を待

たなければならないのかとのお話がござ

いました。そちらに関しましては、例えば

ですけれども、市長部局のタブレット導入

により、ペーパーレス化をどんどん推進し

ていきましょうとなった場合に、議会もタ

ブレットをどうするかの議論をそこです

るのも一つかと思っています。現在のタブ

レットの導入はあくまで議員の皆様のみ

の貸与となっておりますので、仮に本会議、

委員会にタブレットを持ち込んでいただ

いて議論していただくとなっても、理事者

はそのまま既存の予算概要であったり予

算書を持ち込んでの対応となりますので、

歩調を合わせてやるのも一つの案と思っ

ているところでございます。以上でござい

ます。 

○村上英明委員長 ほかございますか。 

増永委員。 

○増永和起委員 よく分かりました。あり

がとうございます。私が聞いているのは、

理事者側と議会が同じシステムを更新す

る、タブレットを入れるならそういうやり

方をしないとなかなかペーパーレス化も

難しい話となることを聞いています。今回

は摂津市議会だけのタブレットの問題に

ついて、今私たちは議論しているとのこと

です。その辺はよく分かりました。危機管

理の問題は、もう一つの目的で言われてい

たんですけど、これはタブレット以外でも

考えられるかもしれないとのお話も伺っ

ております。また、今急いで議会が先行し

てタブレットを持つことは費用がよりか

かりますので、やはり市民の皆さんへの説

明責任があると思うんです。このタイミン

グでより高い費用になるけれどもタブレ

ットを導入した理由について、説明責任を

私たちは果たしていけるのかとの観点も

含めて考える必要がありますので、会派に

持ち帰って検討したいと思います。ありが

とうございました。 

○村上英明委員長 ほかにございますか。
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西谷委員。 

○西谷知美委員 増永委員と同じでパソ

コンに係る経費はどれくらいなのかを聞

こうと思っていて、今お聞きしたので、ど

のタイミングでするかも、他市の事例も参

考に持ち帰って議論はしたいと思ってい

ます。ペーパーレス化に関してなんですけ

ども、完全にペーパーレス化は難しいかも

しれないんですけど、例えば事前に、この

議論に関して資料を持ってきた上で対面

で説明していただく「人のコスト」で考え

ると、大体のことを資料とともに文言でも

らってても十分理解できる内容だったの

で、タブレット導入で少しずつペーパーレ

ス化はできると思うんです。そういう意味

で負担軽減につながるのであればこのタ

イミングで導入するのはどうなのかと考

えていたんですが、結局理事者側も同じ状

況にならないとあまりうまくいってない

とお聞きしたので、それも併せて会派に持

ち帰って議論しようと思ってます。以上で

す。 

○村上英明委員長 先ほど金額の面で、大

西局次長が１台２０万円と、これは５年リ

ースでの２０万円ということでよろしい

んですね。 

大西局次長。 

○大西事務局次長 その辺も踏まえてあ

まり精査していない数字ですので、そこを

追求されますと私もお答えはしづらいと

ころがあります。今確実に５年リースが２

０万円なのかと言われてしまいますとな

かなか「はい、そうです」と簡単にお答え

はしづらいです。申しあげれるのはタブレ

ット１台の費用よりは安いですというこ

とだけです。 

○村上英明委員長 森西議員、何かござい

ますか。 

○森西正議員 導入した場合に費用がか

かることが市民にとってプラスかどうか

も考えていかなあかんと思います。事務局

も導入することによって、例えば職員の増

員をしなければならないとか、もしくはそ

れによって残業が発生してくることがあ

れば、導入することがいかがなこととの部

分もあります。総合的にいろいろ考えなが

ら、将来的にはこのタブレットはいつかの

段階で必要になってくるかも分からない、

それが今なのか数年後なのか、導入するの

かどうかも考えていかなければならない

と思います。 

○村上英明委員長 ほか、よろしいですか。

光好委員。 

○光好博幸委員 コストの話が出てきた

んですけど、ちょっと抽象的な話で申し訳

ないけど、導入することによって多分性能

とか機能によって左右されると思うんで

す。議会の効率化とか、あるいは質の向上、

タブレットを入れることによって増永委

員もフリップみたいなものを出して「これ

見てください」とされていますが、デジタ

ル技術を駆使することによって、例えば議

場内のビジョンで資料共有して「これ見て

ください」とかそういうことの議論と、ペ

ーパーレス化と危機管理とコストも含め

て、導入効果とか目的がどの位置にあるの

かによっても議論が変わる気がするんで

す。そもそも論としてどんなものを入れる

かから議論するのか、今回ケーススタディ

として出していただいている、あくまでも

ペーパーレス化として手元で資料が共有

できるレベルなのかを、もう一度確認だけ

させてください。 

○村上英明委員長 大西局次長。 

○大西事務局次長 光好委員からのご質

問でございます。効率化・質の向上でござ
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います。本日資料３にも記載させていただ

いておりますが、ペーパーレスにできるか

どうかを聞いているものでは全くなくて、

入れてどうでしたかと各市の事務局に聞

いております。実際のところ事務局が他市

の事務局に確認し、タブレットを導入して

目覚ましく何かが良くなったことは正直

あまり聞いておりません。そこの効率化で

あったり質の向上が、我々事務局としても

なかなか見い出せないのが感想でござい

ます。もう１点の、例えば委員会の場でパ

ワーポイントを展開したりするのは、それ

はタブレットとは別の話と考えていると

ころでございます。以上でございます。 

○村上英明委員長 光好委員。 

○光好博幸委員 ありがとうございます。

現時点で、そういうことで理解しました。

どうしても思うに、議会でのデジタル化で

あるとか、理事者側でも同じようにしない

と質の向上を図れないと改めて認識しま

したし、現時点で今タブレットを入れたと

してもそこには届かないことを理解しま

したんで、入れたことによっての限定的な

効果も含めて持ち帰りたいと思います。あ

りがとうございます。 

○村上英明委員長 よろしいですか。 

三好副議長。 

○三好俊範副議長 意見でも何でもない

んですけど、情報共有といいますか、やり

方の話を僕の考え方もまじえてお伝えし

たいと思うんです。これはあくまで議会と

して導入するかどうかで、どういう形でや

るのかは、それも含めて我々が考えないと

いけない話と思います。あくまで導入する

導入しないの２択ではなくて、導入するに

いたっても例えば箕面市のように、完全ペ

ーパーレス化をやっていくのか、それとも

吹田市のように併用してやっていくのか、

いずれにしてもやり方がいろいろありま

す。導入しないにしても、先ほど光好委員

からもありましたけど、現状ではタブレッ

トなどを議場に持ち込めませんが、紙の代

わりに個人でお持ちのタブレットを持ち

込めるようにするであるとか、やり方は千

差万別と思っています。やり方一つとって

も例えば箕面市みたいに完全にペーパー

レス化しても、すべての議員がそれについ

てこれるのか、先ほど光好委員からもあり

ましたけど、タブレットの使い方はすごく

複雑なので本当に慣れている人であれば

ものの１秒から２秒で終わる話だと思い

ます。ただそれについていけないとなかな

か導入するメリットとしても費用負担の

点から考えた場合は少ないと思います。先

ほど局次長からもありましたけど、ほかの

部局がそれに協力してもらえるのかとか、

今後議会側から持ち掛けないといけない

話だと思います。例え導入するとしても多

分何をするにしてもメリットとデメリッ

トがあると思います。導入するにしてもお

およその金額は出してもらってますけど、

ある程度高い金額なんじゃないかと思い

ます。例えば、家に持ち帰って使えるやり

方だったらセルラーモデルです。それやっ

たら費用面で高くなりますし、もう少し限

定的に安いやり方でやるとか、本当に多岐

に渡ると思うんです。そのメリット・デメ

リット一つ一つ検証していかないと恐ら

くテーブルにも乗っていかないと僕は思

っているんです。例えば提案なんですけど、

次回、事務局には手間とは思うんですが、

こういう形にしたらこういうメリットが

あります、ただデメリットとしてこういう

ことがあります、この使い方ならメリット

はこれで、ただ費用負担はちょっと上がり

ますという資料を出してもらって、導入し



- 7 - 

 

ない場合に関してもやり方はいろいろあ

ると思うんです。これを機に紙の量を減ら

していくであるとか、先ほど西谷委員から

もありましたけど、次の機会に具体的な例

を出してもらった方がより想像しやすい

と思っております。以上です。 

○村上英明委員長 先ほど三好副議長か

らメリット・デメリットの件等々のお話が

あったんですけれども、その辺は事務局と

して資料づくりはできますか。大西局次長。 

○大西事務局次長 一応可能です。ただメ

リット・デメリットも例えばＡさんにとっ

てはメリット、Ｂさんにとってはデメリッ

トみたいになってきますので、かなりのパ

ターンになってきます。ざっくりとした分

であればご提供させていただくことは可

能かと思います。あくまでこれは事務局目

線、一般的なお話でしか多分出せないと思

っているところでございます。 

○村上英明委員長 そのレベルで、一旦資

料を作っていただいて、それも含めて協議

もしていきたいと思っております。とりあ

えず今日は他市の導入状況とかもありま

すし、費用面を記載した資料２の分もござ

いますから一度持ち帰っていただいて、総

論的に使用目的であるとか費用対効果で

あるとか市民への説明責任とか、その辺も

含めて一度会派に持ち帰っていただいて、

それに応じてまた各会派からご意見を賜

りながら次の議会運営委員会で協議をし

ていきたいと思っていますが、その辺でど

うでしょうか。 

増永委員。 

○増永和起委員 最初にも言いましたけ

れども、今回のタブレットを導入するかし

ないかに関しては、来年度に更新時がくる

からそれまでにある程度の答えを出すた

めの会議だと私は認識をしてたんです。今

副議長がおっしゃった大きな視点で考え

ると、もうちょっとスパンを長くして摂津

市議会としてペーパーレス化、それから議

会の質向上のためのデジタル化、そういう

ことも含めてであれば来年度までの話で

はなくて、もう少し長い形で考えていく中

身と思うんです。とりあえず来年度の購入

の時までにどうするのか、答えを出さない

といけないものが一つあるんじゃないの

かと思うんです。大きく考えて今後の問題

として摂津市議会の中でデジタル化をど

うしていくのかの話をしっかりやってい

くのは、切り分けないとなかなか着地点が

見えてこないのではないかと私は思うん

です。その次の時までに持ってくる中身と

してどういうことを持ってきたらいいの

か、会派の中で話し合う中身を今後の大き

なことを含めて話をするならしっかり議

論していかなきゃいけないけれども、来年

度までの更新時にどうするかの話だった

ら現在の状況を考えてとなると思うんで

す。その辺を少し整理していただきたいの

が一つあるのと、議会だけがタブレットを

持つことになるとタブレットの中にいろ

んな機能が必要になりますが、いろんな対

応は情報政策課がしてくれるのか、どこの

課になっていくのかについても質問した

いと思います。 

○村上英明委員長 今、なぜこの時期に議

論しているのかは、来年度のノートパソコ

ン更新のタイミングに合わせて、９月ぐら

いまでに予算編成の絡みがあるので、導入

するのであれば決断しなきゃいけない、導

入しないのであれば別に議論は今後やっ

ていってもいいと思っているんです。導入

する時の費用を計上しなければいけない

ので、今このタイミングの議論なんです。 

大西局次長。 
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○大西事務局次長 タブレットを導入し

た時のメンテナンスとか保守の部分の対

応と思うんですけど、議会が独自にタブレ

ットを導入した場合は、一義的に事務局で

対応させていただきます。最終的には、購

入する時にはもちろん保守の契約もさせ

ていただきますので、そこでの対応になっ

てくると考えております。 

○村上英明委員長 増永委員。 

○増永和起委員 分かりました。時期のこ

とがあると思うので、着地点をどこにする

のかは整理していただきたいのと、それか

ら今のお話だと議会事務局にかなり負担

がいくと、私のように機械に慣れていない

人間がこれはどうしたらいいんだと聞き

に行くこともふえてくることは、先ほど森

西議員もおっしゃいましたけど想像がつ

くことが分かりました。 

○村上英明委員長 今後、導入するならば

どういう使い方をするのか、どういうソフ

トを入れるのかとかいろいろ議論があり

ますので、できれば次の議会運営委員会の

時には導入するのかについて方向性を取

らせていただきたいと思っております。そ

の辺も含めてお持ち帰りいただいて各会

派に議論をお願いしたいと思っておりま

す。よろしいですか。 

光好委員。 

○光好博幸委員 今のこの状況の中で持

ち帰って会派に意見を出す前提として、先

ほどおっしゃってました、今貸与されてい

るパソコンについてどう扱うのかが一つ

のポイントになると思うんです。私の認識

では、それも議会運営委員会で決めたら良

いと理解したんですけど、そうではないよ

うにも思われます。先ほどの費用の話にも

ありましたけど、タブレットを入れること

によって今のパソコンと置き換わること

と、今のパソコンを持ちながらいわゆるペ

ーパーレス化も含めてタブレットを入れ

ることは大きく違うと思うんです。そうい

ったことも含めて、なかなか判断しづらい

というか、こういう状況であれば入れたら

良いとの前提条件をいれないとなかなか

会派の意見がまとまらないと思うんです

が、いかがでしょうか。 

○村上英明委員長 暫時休憩します。 

（午前１０時３５分 休憩） 

（午前１０時５７分 再開） 

○村上英明委員長 それでは、再開します。 

先ほどいろいろご議論等、ご意見も賜りま

した。導入するかしないかの検討をするに

あたってのメリット・デメリットの資料を

事務局で作っていただいて来週末には各

委員にお渡ししていきたいと思っていま

す。メリット・デメリットの資料も含めて、

そして今日お渡しをした資料等々も含め

て、次回の時には今の段階でこのタブレッ

トを導入するかしないか結論も含めて、各

会派にお持ち帰りいただいてご議論をし

ていただきたいと思っています。 

以上で本委員会を閉会いたします。 

（午前１０時５８分 閉会） 
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